
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬剤部 山内先生ご紹介 

１０月１日から、薬局でお世話になっております。 

 生まれは三股町長田峡の山奥で、農家の三人兄弟の長男坊です。日本が第二次世界大戦に敗れて一番貧

しかった年代である昭和２４年に生を受けました。大淀川の支流の一つである沖水川が近くを流れており、国

富町を流れている本庄川に負けず劣らずの清流で、ヤマメ、ウグイ、アブラハヤ、オイカワ、鯉や鰻などが生

息していました。小学・中学生の頃は、梅雨が明けるのを待たずに川遊びに興じて、朝早くから暗くなるまで魚

を捕っては遊んでいました。 

  高校は都城泉ヶ丘高校で、高校を卒業するまでは順調に行ったのですが、大学受験で失敗して浪人して立

命館大学理工学部の電気科に入学しました。その当時は学生運動華やかなりし頃で、それに嫌気がさして中

途退学して働いていましたが、大学を中途で退学した者に対する世間の目には厳しいものがあり、再度受験

勉強をして熊本大学薬学部に入学しました。現役生に比べると６年遅れての入学で、２４歳での再出発でした。 

 ４年間でまともに卒業し、長男でしたので宮崎に帰ることにしたのですが、薬剤師としての勤め先がそれ程

無かったため、県職員として勤務してきました。 

 県内の各保健所や県庁で薬事・食品衛生・公害・廃棄物などの監視指導を主な業務とし、また、県立病院で

は日南病院と延岡病院で医療に従事してきました。延岡病院を最後に、定年前に県を退職し、８月までイオン

宮崎店で働いておりました。 

 その頃に、お薬をお買い上げに見えるお客さまから学ばせてもらったことですが、医薬品には「効能・効果」

があるのと同時にその「副作用」もあり得るということでした。医薬品の副作用は滅多に起こるものではあり

ませんが、何か体調がおかしい（足が痛くて歩けない、空咳が続いている、体がだるくて堪らない、鼻や歯ぐ

きから出血する、発疹や火傷のような水ぶくれ、おしっこの色がおかしい…）など、気になることがある場合に

は遠慮なく、医師、薬剤師又は看護師におっしゃってください。 

 病院の医療従事者だけでなく患者さまにも一緒に参加して頂き、より良い医療を目指していきたいと考え

ております。 

 どうか、よろしくお願いいたします。 

医療法人社団順養会 広報誌 

海老原病院だより 
 
「人生最後まで生き活きと･･･」の願いをこめた新緑のシンボルマーク。 
そして順養会とは「一人一人がもっている生命を寿命まで全うするよう、医道によってお手伝いをさせていただく」

という想いを込めています。 

 

トピックス 
・ フロア改修工事を行いました。 

・ 医療ガス建屋造設及び非常用階段設置工事中です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

医療機関情報 Ｈ26.11.1 現在 
 

施 設 名： 医療法人社団 順養会 海老原病院（じゅんようかい えびはらびょういん） 
 
住  所： 〒880-1101 東諸県郡国富町大字本庄 4365 番地 
電  話： 0985-75-2115         
F  A  X： 0985-75-2168 
メ ー ル： ebihara@junyoukai.or.jp    
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ： http://www.junyoukai.or.jp/ 
 

診 療 科： 整形外科 、 リハビリテーション科 、 皮膚科 、 
内科 、 胃腸科 、 呼吸器科 、 循環器内科 、 外科 、 泌尿器科 

診療時間： 月曜～金曜 8：30～12：30 ／ 13：30～17：30   
土曜 8：30～12：30 

休 診 日： 土曜午後 、 日曜 、 祝祭日 、 年末年始 
病 床 数： 84 床 医療療養病床 52 床、介護療養型医療施設 32 床、短期入所療養介護 
関連施設： 通所リハビリテーション 順養の杜（担当：長友） 

グループホーム マザーハウス  （担当：片岡） 
 

認  定： 日本医療機能評価機構 更新認定病院 

        認定第 JC1126-2号 

        審査体制区分 1（Ver.6.0） 

        認定期間 2011.10.16～2016.10.15 

 

主な設備： CT スキャンマルチスライス型 16 列、内視鏡、レントゲン装置、ポータブル X 線 
装置、超音波、心電図、心機図、骨塩検査、炭酸ガスレーザーなど 

 
 常勤医師： 海老原 爲博 （診療科目：整形外科、リハビリテーション科、皮膚科） 

松﨑  泰憲 （診療科目：呼吸器科、外科、内科、胃腸科、泌尿器科） 
       清水  哲哉 （診療科目：呼吸器科、外科、内科、胃腸科、泌尿器科）  
 非常勤 ：        （循環器内科） 
 
 入院相談窓口：     外来総合窓口（受付） 
入院相談お問い合わせ： 地域連携室 0985-75-2115（内線 48） 

 入院相談担当：     師長：戸髙 、 ケアマネージャー：照屋 、 リハビリ部：大内田 
料金相談：杉尾、羽生 

       
      入院のご相談、病院見学、入院料説明など、お気軽にお問い合わせ下さい。 
       
 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
施設基準： 医療  

療養病棟入院基本料 1及び「在宅復帰機能強化加算」 

入院時食事療養費（Ⅰ）及び入院時生活療養（Ⅰ） 

重症皮膚潰瘍管理加算 

療養病棟療養環境加算 

特別の療養環境加算 28床 

地域連携診療計画退院時指導料 

ニコチン依存症管理料 

がん性疼痛緩和指導管理料 

脳血管疾患リハビリテーション料（Ⅱ）・「初期加算」・「3の注5に規定する施設基準」 

運動器リハビリテーション料（Ⅰ）・「初期加算」・「3 の注 5に規定する施設基準」 

胃瘻造設術（経皮的内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術を含む） 

胃瘻造設時嚥下機能評価加算 

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影(ＣＴ16 列) 
 

施設基準： 介護 
    栄養マネジメント加算      理学療法（Ⅰ） 

薬剤管理指導          重症皮膚潰瘍加算 

サービス提供体制強化加算（Ⅱ）   療養食加算 

介護療養病床：施設（療養型） 

・ 人員配置（Ⅰ型）        療養環境（基準型） 

・ 医師の配置（基準型）      ユニットケア体制（不可） 

・ 職員の欠員減算（なし）     食事提供（別表第二注 1該当） 

・ 夜間勤務条件（基準型）     身体拘束廃止取組（あり） 

 



 通所リハビリテーション 順養
じゅんよう

の杜
もり

より 
 朝夕冷え込む季節になりましたが、皆様お元気にお過ごしでしょうか？食欲の秋と、それぞれの秋を満喫し

ている事と思います。 

 今年の夏も、利用者様スタッフ含め、誰一人事故もなく安全に秋を迎えられることを嬉しく思います。 

 さて、当院のリハビリでは、理学療法士・作業療法士による、１対１の専門的な訓練を行い、日常生活でお困り

の動作等の改善をお手伝いさせて頂いております。 

また、デイケアではリハビリに励む一方で、色々な秋の製作に取り組みました。 

はさみやのり、指先を使ってすばらしい作品がリハビリ室を賑やかにしてくれています。 

 寒暖の差がありますので、体調管理に勤め、より一層深まる秋を楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
  

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院理念 

人としての誠実さと医療人としての実力を高め、健康上の 

不安と安心を患者さまと共有します。 

 

基本方針 

●医療・看護・介護のトータルケアを目指し、心のこもった 

良質なケアで地域の皆さまの健やかで明るい暮らしに 

貢献いたします。             

●地域の中核病院として、患者さまのニーズに即応したＱ 

ＯＬ（生活の質）向上のため、ＥＢＭに基づいた良質の医療 

を目指します。 

●他の医療機関や保健・福祉及び各施設、ご家族との連携 

を推進し、患者さまを中心とした全人的チーム医療を目 

指し、トータルベストクア、ケアに努めます。 

●患者さまの権利を尊重し、患者さまが、安心して快適な 
 入院生活をお過ごしいただけますように、職員一同取り 
組みます。 

●心のこもった行動を柱とし、地域の重症患者さまの医療 
を担う役割を持つ医療機関の構築を目指します。 

 

当院をご利用の皆様へ（患者様の 7 つの権利） 
●患者さまは、どのような病気でも公正で差別のない医療 

 を受ける権利があります。 

●患者さまは、人間としての尊厳と安全に配慮した医療を 

受ける権利があります。 

●患者さまは、ご自身の医療について、その目的・方法・内 

 容・危険性・予後・病状経過などについて分かり易くて、 

 十分な説明を受ける権利があります。 

●患者さまは、説明を受け納得されたうえで、ご自身が医 

 療を受ける権利、あるいは拒否する権利があります。 

●患者さまは、ご自身が受けている医療について他の医 

師の意見を聞く権利があります。 

●患者さまは、ご自身が受けている医療について知る権 

利があります。 

●患者さまは、ご自身に関する個人の情報やプライバシ 

ーが守られる権利があります。 

 

グループホーム マザーハウスより 
 最近、めっきりと冷たさを感じる季節になりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

マザーハウスの皆様も元気に過ごされています。最近では、近くの小学生の訪問時に認知症サポーター

養成講座を実施し、「ふれあい」ながら楽しい時間を過ごせました。またドライブで、彼岸花やコスモスなど

を楽しみました。これからは、国富町民際や宮崎神宮大祭など、秋本番のイベント見学も計画しております。 

 この時期しか体験できない事をこれからも取り入れ、利用者様の笑顔絶えないホームでありたいと考え

ております。 

～マザーハウスでは、いつでも見学いただけますので、どうぞ遠慮なくお越し下さい。職員一同お待ちして

おります～ 


